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平

成

1 8
年

1 1
月

号

 

「

上

川

道

路

（

そ

の

２

）
」

 

 

前

号

で

は

、

達

布

山

か

ら

上

川

に

向

か

っ

て

一

直

線

に

造

ら

れ

た

上

川

道

路

（

現

国

道

1 2
号

）

に

つ

い

て

記

し

た

が

、

明

治

６

年

か

ら

８

年

ま

で

、

こ

の

辺

り

の

地

勢

調

査

に

入

っ

た

、

ア

メ

リ

カ

の

地

質

学

者

ラ

イ

マ

ン

は

、

展

望

絶

景

の

こ

の

山

頂

を

測

量

の

起

点

に

し

て

、

そ

の

元

標

も

設

置

し

た

。 
 

明

治

2 0
年

1 0
月

、

初

代

の

北

海

道

長

官

・

岩

村

通

俊

の

紀

行

記

に

は

「

空

知

集

治

監

典

獄

（

現

刑

務

所

長

）

官

舎

に

泊

ま

り

、

翌

日

樺

戸

新

道

を

進

み

、

弁

慶

、

義

経

の

二

つ

の

橋

を

す

ぎ

、

一

里

（

約

４

㎞

）

ば

か

り

で

右

折

し

て

小

径

に

入

る

、

こ

れ

を

上

川

仮

道

と

云

う

」

と

記

し

て

あ

る

。 
 

続

い

て

明

治

2 1
年

か

ら

、

空

知

太

の

空

知

川

を

基

点

に

、
忠

別
（

現

旭

川

）
へ

向

け

て

樺

戸

集

治

監

が

、

市

来

知

ま

で

は

空

知

集

治

監

が

請

け

負

い

、

仮

道

の

改

修

工

事

が

開

始

さ

れ

た

。 
 

こ

の

区

間

3 3
㎞

余

の

道

路

に

、

五

つ

の

出

役

所

を

設

け

、

橋

り

ょ

う

、

小

屋

掛

け

、

道

路

開

削

の

各

部

隊

に

分

け

て

、
工

事

は

２

〜

３

㎞

ご

と

に

区

切

っ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

両

端

か

ら

同

時

に

二

組

が

中

間

点

に

向

か

っ

て

工

事

に

着

手

す

る

。 
 

夏

は

猛

暑

、

冬

は

極

寒

の

中

、

昼

な

お

暗

い

原

始

林

は

、
熊

や

オ

オ

カ

ミ

な

ど

野

獣

の

す

み

か

で

あ

り

、

汗

や

泥

ま

み

れ

の

身

体

に

群

が

る

や

ぶ

蚊

に

も

苦

し

め

ら

れ

る

。
馬

腹

ま

で

埋

ま

る

湿

地

帯

に

溝

を

掘

り

、

丸

太

を

敷

い

て

土

を

盛

り

、

木

に

登

っ

て

そ

の

重

み

で

倒

す

な

ど

、

昼

夜

を

問

わ

ぬ

不

眠

不

休

の

突

貫

工

事

は

進

め

ら

れ

た

。

工

事

に

負

け

た

組

は

、

労

役

の

囚

人

と

そ

の

担

当

の

看

守

ま

で

厳

し

く

罰

せ

ら

れ

た

。 
 

囚

人

は

二

人

一

組

の

連

鎖

で

つ

な

が

れ

、

さ

ら

に

脱

走

者

は

、

足

か

せ

に

鉄

丸

を

引

き

ず

り

な

が

ら

の

作

業

で

あ

っ

た

。

逃

亡

者

は

看

守

が

銃

で

狙

撃

し

、

抵

抗

し

た

者

は

容

赦

な

く

斬

殺

さ

れ

た

。

ま

た

、

連

日

の

酷

使

に

過

労

や

栄

養

失

調

、
疫

病

の

た

め

倒

れ

、

路

傍

に

埋

め

ら

れ

た

囚

人

も

少

な

く

な

い

。 
 

幾

年

か

経

て

、

こ

れ

ら

の

犠

牲

者

の

遺

骨

が

し

ば

し

ば

開

拓

の

原

野

か

ら

発

見

さ

れ

た

。

砂

川

市

の

国

道

沿

い

に

あ

る

北

泉

岳

寺

で

は

、

こ

れ

ら

の

骨

を

集

め

て

祀

っ

た

と

い

う

。

ま

た

、

昭

和

4 4
年

、

砂

川

市

の

空

知

太

神

社

境

内

に

開

道

百

年

を

記

念

し

て

「

上

川

道

路

開

鑿

記

念

碑

」

が

建

立

さ

れ

た

が

、

こ

の

工

事

に

よ

る

死

者

の

数

は

明

ら

か

で

は

な

い

。 
 

こ

の

後

も

、

空

知

集

治

監

か

ら

さ

ら

に

奥

地

の

網

走

道

路

の

開

削

、

旭

川

の

屯

田

兵

屋

の

建

築

な

ど

、

囚

人

の

苦

役

が

続

け

ら

れ

た

の

で

あ

る

。 

 

達布山山頂の二等三角点  


